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高森カレンダーおくやみもうしあげます	３月受付分	（敬称略）

　国税庁ホームページの「タックスアンサー（よくある税の質
問）」では、よくある税のご質問に対する一般的な回答を、税
金の種類ごとに調べることができます。また、キーワードによ
る検索もできますので、是非ご利用ください。
　パソコン及びスマホサイトは、こちらのＱＲコ
ードからもご利用になれます。

国税だより

５月16日～６月15日

令和４年３月31日現在

まちの
人口

人口／６,０８４人　　（−１６）
男性／２,９４８人　　（−　４）
女性／３,１３６人　　（−１２）
世帯／２,８８８世帯　（−　１）

診療は午前９時から
午後５時まで

月日 病・医院名 電話番号
5月15日 渡邉内科 ☎0967（67）1777
22日 渡邉総合内科クリニック ☎0967（65）2201
29日 阿蘇立野病院 ☎0967（68）0111

6月･･5日 南郷谷リハビリテーションクリニック ☎0967（62）3351

（対前月末）

　町内各所の入園式・入学式の取材に伺い
ました。昨年度から広報を担当しているこ

とで子どもたちの成長を感じ、参加者全員の遠い親戚になっ
たような気持でした。新生活です。皆さん頑張っていきま･
しょう。･ （圭）

町社会福祉協議会へご寄附いただきました。
後藤　博祐･様･ 　岩下　公幸･様･ ･ （順不同）

住　所 死亡者 年　齢 ご遺族
高　森（津　留） 後藤　ミキ ９２歳 後藤　博祐
高　森（昭和南） 白石　節子 ７０歳 白石　道徳
色　見（西　丁） 児玉　福男 ７２歳 児玉　聖司

May

June

５

６

月

月

編集後記

※新型コロナウイルスの影響で変更や中止となる場合があります。

人 権 擁 護 委 員

人権擁護委員の仕事は
◦法務局における常設相談所又は各市町村における特設相談
所において、面談または電話による人権相談に応じること
◦国民一人一人の人権意識を高めるため、様々な人権啓発活
動を行うこと
◦相談などにおいて、被害者から「人権を侵害された」とい
う申告があった場合には、法務局の職員と協力して、人権
侵犯事件の調査・処理に携わり、当事者の利害・主張の調
整を行うなど事案の円満な解決を図ることなどです。
高森町には、町長から推薦されて、法務大臣から委嘱を受け
た次の４人の人権擁護委員がいらっしゃいます。
◦佐藤　謙二さん（大字高森）
◦田上　農夫男さん（大字上色見）
◦後藤　政藤さん（大字永野原）
◦野尻　はるみさん（大字津留）

人権擁護委員はあなたの相談相手です。

問	阿蘇税務署　☎０９６７－２２－０５５１（※自動音声案内）

南阿蘇ビジターセンター阿蘇高森自然だより

問	南阿蘇ビジターセンター　☎０９６７－６２－０９１１

イブキトラノオ（伊吹虎の尾）
　北海道～九州に分布し、草を刈り取った草原に咲く、
夏の野草です。滋賀県伊吹山に多く、花穂が虎のしっ
ぽに見えることからイブキトラノオ（伊吹虎の尾）の
名前が付きました。熊本では準絶滅危惧種に指定され
ています。派手な野草ではないですが、白色の花穂は
爽やかな初夏の青空と草原が似合う野草です。

マヒワ
　高森町には春と夏に、数十羽の群れで、姿を見せま
す。スズメより一回り小さく、春は木々の新芽をつい
ばみ、チューインと鳴いて、忙しく動き廻ります。オ
スは胸が黄色、メスは白色なので、容易に見分けがつ
きます。魚へんに弱いは「鰯」＝イワシ、弱い鳥と書
いて「鶸」＝ヒワと読みます。

写真提供
増田　泰夫さん
（阿蘇地区パーク
ボランティア）

相続登記はお済ですか？
法務局からのお知らせ

❶相続登記がされずに放置されると…。
①相続が「争続」問題になってしまう。
②相続登記をしていない間に更に相続が発生すると、誰が相続人と
なるのかの調査に時間が掛かる上、相続登記の手続費用が高額と
なります。また、所在不明の方に相続が発生した場合などは、登
記を含めた相続の手続が極めて困難となります。
③相続した不動産を売りたい、お金が必要となり相続した不動産を
担保に入れたいと思ったとき、すぐにできないなど、不利益を受
けることがあります。
④所有者の把握に時間がかかり、防災、災害復旧のための工事が進
まないなど、様々な社会問題の発生原因となりかねません。自分
の権利を大切にするため、また、次世代の子どもたちのために、
未来につなぐ相続登記をしませんか？

❷相続登記の申請が義務化されます。
　所有者不明土地問題の解決に向けて、民法、不動産登記法が改正され、
令和６年４月１日から相続登記の申請が義務化されます。不動産を
取得した相続人は、その取得を知った日から３年以内に相続登記を
申請しなければなりません。

❸自筆証書遺言書保管制度を利用しませんか。
　令和２年７月10日から、法務局においては、自筆証書遺言書を保管
する制度の取扱いを始めています。この制度は、自宅等で自筆証書
遺言書を保管する場合、①紛失のおそれがある、②相続人により廃棄、
隠匿、改ざんされるおそれがある、③これらの問題により相続をめ
ぐる紛争が生じるおそれなどがあるところ、法務局に保管していた
だくことで、遺言書の紛失や隠匿等が防止でき、遺言書の存在の把
握が容易にできることから、安心して預けていただける制度です。
※詳しい手続は、「熊本地方法務局ホームページ」でご覧いただけます。･
お問い合わせは、熊本地方法務局または最寄りの各支局へどうぞ。

7日㊋ ９−10ヶ月健康相談 ･･9：30～ 高森総合センター
8日㊌ １才６ヶ月健康診査 13：00～ 色見総合センター

24日㊋ ５−６ヶ月健康相談 ･･9：30～ 高森総合センター

27日㊎ 年金相談 10：00～15：00 高森町役場２階
第１・２委員会室
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